
■■ 住民との対話により高速道路をつくった人物

本誌 2002 年 10 月
号で報告のあったボ
ストン“The B ig
Dig”プロジェクト1）

は、大規模な工事、
巨額な費用などが注
目されていますが、

住民対話型の道づくりを進めた興味深い取組み
です。今回はプロジェクト推進の中心的役割を
担ったマサチューセッツ州元運輸長官の
Frederick P. Salvucci 氏を紹介します。
■■ セントラル・アーテリーへの不満

ボストン都心部を南北に高架で貫く高速道路 I-
93 号線（別名セントラル・アーテリー、以下CA）
は、高速道路ネットワーク計画（1948 年公表）に
基づき建設され、1959 年に供用されました。しか
し、CAに対し、多くの住民は「高架のため景観的
に醜い」、「美しいボストンのまち並みを汚してい
る」、「Downtown を横切り地域分断を引き起こし
ている」という不満をもっていました。そのうえ、
1960 年代には、ボストン中心部は慢性的な渋滞と
なり、その解決策としてCA拡
幅案や、インターチェンジ増設
案が出されていました。
Salvucci 氏はボストン生まれ

のボストン育ちで、マサチュー
セッツ工科大学（MIT）で土木工
学を学んだ後、1962 年よりボス
トン再開発局（BRA）に勤務し、
ボストンの交通計画や交通対策
に携わりました。彼は「都心部
の渋滞は道路を横切る横断者が
原因である」と指摘し、「CA周
辺の歩道ルートの改善が必要

だ」と主張しました 2）。後日、こうした彼の考え
がボストン市長の耳に入り、1970 年に市長の交通
コンサルタントに採用され、本格的にCAの問題
解決に取り組むこととなりましたが、この時点で
はまだ決定的な解決策を見出すには至っていませ
んでした。
■■ 土地収用に関する苦い思い出

彼が幼少の頃（1950 年代）、米国では急速に高
速道路整備が進められ、その建設のために多くの
人びとが退去命令を受けました。彼の祖母もその
一人でした。当時の州政府や技術者は、立案した
計画がベストな方法である」と固持し、住民の意
見を聞かずに道路整備を進めました。彼はこうし
た体験によって、対話により相互に理解し合い、
自分が話すより意見に耳を傾けることを大切にす
る人柄が形成されました。
■■ CA 地下化の実現に向けて

ある日、彼は道路技術者 Bill Reynolds と議論
する機会に恵まれました。Bill も CA は景観的に
醜く、地域を分断していると考えており、その解
決のためにはCAを地下化するしかないと力説し
ました。CAの地下化は当時話題になっていたも
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図-1 The Big Dig プロジェクトの経緯



のの、Salvucci 氏はその実現は難しいと考えてい
ました。しかしその後、地下化案について調査し
たところ、既存の高架道を堰き止めることなく、
地下トンネルを建設することが可能であることが
わかり、ボストンの街を美しくする地下化案に魅
了されてしまいました。
そして 1974 年、彼は州運輸長官に任命され、

CA地下化に向けて尽力をそそぎ、同時期に立ち上
がったボストン港第3海底トンネル（Ted Williams
トンネル）整備とともに、CA/Tプロジェクトとし
て進められることになりました。
■■ 地元住民との対話を長期にわたり継続

こうしてプロジェクトは始まりましたが、ボス
トンの多くの住民が CA に不満をもっていても、
沿道住民や商業者など、さまざまな利害関係者が
いるため、簡単にCA地下化の話は進まず、イン
ターチェンジの位置や地上部の空間利用など、課
題は山積みしていました。
彼は、プロジェクトの推進に際し『公共工事は選

挙と違い、過半数の支持ではなく、90 ％以上の人びと

の支持を受ける必要がある』3）と考えていました。そ
のため、長官在任中、積極的に公開ミーティング
を開催し、住民との継続的な対話を進めました。
ミーティングは双方向のコミュニケーションが図
れるものであり、疑問や質問をもっている人が来
たならば、答えをもって帰れるようにしました。
ときにはティーパーティを開き、ざっくばらんに
話し合うことも行い、多くの人を議論の土俵に載
せました。強硬な反対者に対しても直接当事者と
継続的に対話し、信頼を得る努力をしました。『こ
のプロジェクトは人びとのためのものであり、人びと

の質問・疑問に答えることができなければプロジェク

トは進行しない』3）と考えていたからです。
彼はまた、建設工事により発生する問題を明ら
かにするとともに州政府の対応を隠すことなく答
えました。住民の情報提供により明らかとなった
想定外の問題も真摯に受け止め、解決に向け対応
したことにより事前にトラブルを防止することが
できました。こうした彼の情熱・努力により、CA/T
プロジェクトは人びとに理解され、1991 年に着工

しました。彼は
『人びととの対話は

プロジェクトの進

行を遅れさせない

し、それよりもむ

しろ対話を行うこ

とはプロジェクトの

進行を早める』3）と
主張しています。
■■ この事例から日本は何を学べるか？

現在、CA/Tは、全線開通し、地上部の空間整備
が進められています。日本でも、近年、かつてつ
くられた構造物を見直す動きが各地でみられるよ
うになり、また、社会資本整備における住民対話
の重要性が認識され、PI（パブリック・インボル
ブメント）の導入による住民参加型道づくり・計
画づくりが進められています。また、土木技術者
は、困難を克服する新技術の開発とともに、プロ
ジェクトの実施に際して地域住民の声に耳を傾
け、地域の価値を明らかにし、地域に貢献する熱
意・活動が大切であることも、CA/T プロジェク
トは示唆していると思います。

本稿は参考文献に掲げた資料などに基づき取材
班が取りまとめたものであり、掲載内容の誤りは
すべて取材班の責めに帰するものです。
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〉〉あなたのまわりに行動する技術者はいませんか？
新しい発想で、国土・地域づくりや地域に貢献する活動に取り組
んでいる技術者をご紹介ください。自薦・他薦は問いません。

●申込先：行動する技術者たち取材班
E-mail アドレス： kwatanabe@ibs.or.jp

行動する技術者たち取材班
（財）計量計画研究所都市・地域研究室研究員

田上貴士
TAGAMI Takashi
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